
令和 4 年 8 月 31 日

子どもスキップ運営協議会

資 料  １

子どもスキップ運営状況について

１．事業概要 

小学校の余裕教室や校庭などを活用した、放課後の「子供同士の遊びと交流の場」である。 

  平成16年に子どもスキップ南池袋の開設から、順次児童館をスキップに移行。平成28年

に子どもスキップ池袋本町が開設し、区内22小学校内に整備された。  

平成29年度からは事業を区長部局から教育委員会へ移管し、学校との連携を強化するこ

とにより、一元的な安全対策や施設改修を実現している。 

２．子どもスキップの状況 （子どもスキップ年間延べ利用者の推移） 

※R2、R3の一般利用は学年や人数、日にちを限定した「スキップの日」を実施 

３．令和3年度の事業報告 

（１）コロナウイルス感染症にかかる対策 

①学童クラブ臨時入会の実施…一般利用が全面再開するまでの間、保育が必要な世帯に対

し、学童クラブの入会条件を一部緩和し、保育が必要な時間のみ受け入れを行っている。 

②学童クラブ利用料の免除…学級閉鎖、施設の臨時休業に伴い、感染不安により学童クラ

ブを1か月連続して欠席する場合は、利用料を全額免除とした（令和4年2～3月）。 

（２）長期休業期間中の学童クラブへの配達弁当等提供  

保護者の弁当作りの負担軽減のため、令和２年度にワタミ㈱と協定を締結し、配達弁当提供

を試行実施。改善を反映し、令和3年度より3年間の協定を締結し、本格実施している。 

（３）第５回子どもスキップまつり 

  ◇動画配信…令和3年11月15日（月）～11月30日（火）   （動画再生数：2390回） 

  ◇会場実施…令和3年11月18日（木） 午後2～6時 本庁舎8階レクチャールーム          

（来場者数：91名） 

（4）放課後子ども教室・校庭開放について 

放課後子ども教室は「おうちで子ども教室」として、38 本の体験動画を児童用タブレットパソコンで視

聴できる形で実施。令和3年11月より対面による教室を再開。校庭開放は通年実施。 
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資 料  ２

「 子どもスキップ一般利用」 の再開について

１ 子どもスキップ一般利用の現状について 

現在、豊島区の子どもスキップ一般利用については、感染症対策を講じながら

「 スキップの日」 として学年や人数を制限して実施している。  

子どもスキップ一般利用の再開について、社会経済活動が徐 に々回復に転じ

てきたことから、７月中に各子どもスキップにおいて概ね1週間（ 平日）、一般

利用の連続試行を実施した。試行で得られた問題点・ 課題に対応した形で 2 学

期以降、条件整備を講じた上で一般利用を再開する。  

２  7月 「 スキップの日」 1週間連続試行実施の分析 



・ 主な利用者は低学年 ＊低学年515人(65％)  ＊高学年278人(35％) 

・ 1回あたりの利用者数 平均7人（ 最高は長崎の23人）  

３  試行結果を踏まえた一般利用再開の条件について 

①直接利用は原則なし。  

②学年や人数の制限はしない。  

③平日の毎日2時間程度、施設ごとに設定して実施。  

但し、土曜日の学校保護者会時等には対応する。  

④終了時間は学童クラブの間食時間と重ならないよう原則17時終了。  

   各施設で設定。 

⑤利用前後には手指洗い、消毒を徹底。検温カード等を使用。 

⑥感染状況が悪化した際は、一般利用の中止を検討する。  

４  今後のスケジュール 

・「 子どもスキップ一般利用の再開」 に際し、保護者宛に課長名文書を発出。  

・ 9月2日(金)子どもスキップ所長会所長会にて報告 

・ 9月9日(金)９月期 定例校長・ 園長会にて報告 

・ 9月12日(月)教育委員会定例会にて報告 

・ 9月12日(月)午後より「 子どもスキップ一般利用再開」 を再開 


